
県立高校等における医学コースの設置
（茨城県医師不足緊急対策行動宣言）

平成３０年７月１７日

茨城県



茨城県医師不足緊急対策行動宣言 政策パッケージ

政策１ 『攻め』の姿勢で新たな視点からの医師確保

政策２ 夢や希望を描ける『魅力』ある環境づくり

政策４ 地域医療の『コントロールタワー』確立

政策５ 医療体制の充実で医師を『サポート』

政策３ 『医志』の実現を全力バックアップ

■抜本的解決に向けチャレンジする５つの政策



政策３ 『医志』の実現を全力バックアップ

対象：２０１９年度入学生（中等は後期課程進級生）



医学コース設置のねらい

医学コース
２年生から医学部進学希望者が共に学ぶ学級を編制
⇒・高い目的意識をもって活動
・医師という職業の理解や使命感を育成

医学部進学希望者の夢をかなえる
対象校５校で合計１００名の医学部進学者を輩出

※既卒生含む



医学部進学の夢を実現するための主な取組

習熟度別指導等の実施
⇒より高いレベルの学力を育成

医学研究会（仮称）の開催（高校１年の学年から）
病院や大学等との連携による体験実習や講演会
⇒・豊かな人間性と高い倫理観を育成
・茨城の地域医療を担う人材を育成

外部連携による充実したサポート
予備校等と連携した面接・小論文指導等
⇒医学部進学指導体制の確立


